
特集 「生きる」を支えるＴＨＫのものづくり

ネルギー分野に目を向け、次の新しい事業化へ向
けた開拓活動を推進しています。特に医療／福祉
分野の研究・開発は、近未来に待ち構えている高齢
化社会に向けた国の必須取り組み課題でもあるた
め、重要ターゲット市場と位置付けています。
ＴＨＫは、医療／福祉分野に対し、各種分析装置
へのユニット提案やそれぞれの使用箇所に最適な
カスタマイズ部品の提案を積極的に行いながら採
用実績を積んでいます。また、ロボットハンドや関
節部分等、ロボットの各種動作部分を構成するメ

カ駆動部品から、制御機能、通信機能、センサー入
力機能をすべて兼ね備えた“SEED Solutions”とい
う製品群を持っており、小型で高出力、コンパク
トでスマートなロボットを構成することができ
ます。これらの技術は、サービスロボットや災害
時の救助ロボット、パワーアシストといった支援
ロボットへも応用でき、カスタマイズ開発で培っ
た直動・回転要素部品とともに医療や福祉業界の
様々な用途へ向けて応用可能です。
また、新規分野参入という大きな目標を達成す
るためには、さらなる情報収集強化、ターゲット市
場へ向けた取り組みの明確化が必要となるため、
マーケティングから製品企画業務を強化していま
す。今後も医療企業、研究機関、大学等お客様の声
を聞きながら情報を収集し、また医工連携システ
ムの有効活用により、将来的なビジネス戦略を図
り社会貢献できる創造提案や開発活動を推進して
いく所存です。

医療・福祉機器の進歩を加速させるＴＨＫの技術
ＴＨＫ製品は医療・福祉機器分野でも大いに利用さ

れています。そこで今回はＴＨＫ製品を使って具現化
に成功したお客様の声をまとめてみました。今回お客
様で使用いただいているＴＨＫ製品は、SEED Solutions、

ＬＭガイド、シリンジユニットですが、当社にはこれ
以外にも数多くの製品群を取り揃えています。
皆様の身の回りでも何かお困りのことがありまし

たら、お気軽にご相談ください。

ＴＨＫでは、工作機械や
FA業界以外への新規分野
参入をはかるため、いくつ
かのターゲット市場に向け
た研究・開発ならびに販売
促進に力を入れています。
現在、自動車（FAI事業部）、
免制震装置（ACE事業部）
以外でも、医療／福祉、ロ
ボット、航空機、自然環境エ

ＴＨＫの民生分野への取り組みVOICE

使用ＴＨＫ製品：
SEED Solutions

使用ＴＨＫ製品：
ＬＭガイド　UGRタイプ

使用ＴＨＫ製品：
シリンジユニット

ＴＨＫ CSR REPORT 20148



歩行リハビリテーション支援ロボットの安全と軽量化にＴＨＫのSEED Solutionsを応用

く学生がすぐに使えたことは本当に魅力的でした。
SEED Solutionsは歩行アシストロボット6号機の膝
関節制御部分に埋め込まれ、膝駆動部のモーターの
制御を行います。さらに各部の動作や踵の接地状態
をセンサーで感知して患者さんの歩容データをタブ
レット端末に無線送信する役割を担っています。正
常な歩行パターンのチェックとリハビリテーション
の効果をリアルタイムで確認できることから、より
短期間で治癒レベル向上に役立つことが期待されま
す。無線化の実現や患者さんが安心して使えるよう
になった意義は大きいと思いますし、制御ボードの
統合・小型化も図れるので、今後の課題である軽量化
にも期待が持てると思っています。

の 先生と理学療法士の方々の声
まだ無線化される以前の歩行アシストロボットで

は患者さんがケーブルにつまずき転倒しないよう、
常に寄り添って見守る必要がありましたが、SEED 

Solutionsが採用されこの問題が解消されました。
行政指導等により長期入院は制限されていますか

ら、限られた期間で患者さんが日常生活を送れるレ
ベルになってもらうためにも、歩行アシストロボット
がリハビリ用として実用化になって欲しいですね。
実際に使用された患者さんからは、「最初の1歩が
踏み出し易い」「足を高くあげられた」等といった評
価を得ています。しかし一方では「重くて、すぐに疲
れてしまう」という意見もあります。
歩行アシストロボットの軽量化を進めていただけ

れば、3往復の歩行訓練を5往復に増やせる等トレー
ニング効果をさらに高めることができるので、さら
なる改良に期待しています。

SEED Solutions採用以前の歩行アシストロボット
では、関節の曲げ角度、踵の高さ、歩容データの取得
は有線、つまり歩行アシストロボットとパソコンを
ケーブルでつないで行っていました。しかし、それで
はケーブルに患者さんがつまずく危険性、ケーブル
が届く範囲内でしかリハビリ運動が行えない等の問
題があり、無線化が必須でした。マルチCPUボードの
開発にも挑戦したのですが中々上手くいきませんで
した。そんな試行錯誤の中、SEED SolutionsをＴＨＫ
さんから紹介いただいた時は、ずっと探していたも
のが見つかったという思いでした。作り込みが非常
に良くできており、我々が細かく手を加えることな

近年、膝や股の関節を患って人工関節への置換手
術を受ける方が増えています。手術後はキレイに膝や
股が曲がるのですが、多くの患者さんは関節を悪くさ
れていた頃の独自の歩き方を継続してしまうため、他
の部位に痛みが生じたり、転倒しやすくなったりして
しまいます。そこで、正しい歩き方を身につけていた
だきたいのですが、歩行させながらのリハビリテー
ションとなると、理学療法士による口頭指示が主なた
め、効果が上がりにくいという問題がありました。
より効果的に正しい歩き方を身に付けてもらえ
るよう は、市立甲府病院、民間企業との産
学連携プロジェクトで歩行アシストロボットの開
発と臨床研究を進めています。ＴＨＫさんのSEED 

Solutions※は、この歩行アシストロボット6号機に使
用しています。

膝と股関節部に内蔵されているSEED 
Solutions

SEED Solutionsより送られた
歩容データ

※SEED Solutions（シードソリューションズ）：次世代ロボット向け
小型モータドライバ・コントローラおよび小型電動アクチュエータ製
品群の総称。

様

特集／「生きる」を支えるＴＨＫのものづくり

右： 　医師
左： 　療法士
中： 　療法士
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電動車いすの安全なティルティングと操作性向上を実現した頑丈な直動ガイド

当社は、約30年前に自動車の部品メーカーである
今仙電機製作所の福祉部門が独立するかたちで設立
されました。そして国産電動車いすの先駆けとなる
EMC-3型を生産して以来、国内シェア6割を占める電
動車いすと義足の二本柱で成長してまいりました。
現在は、企画開発課を立ち上げて、第三の柱となる無
動力の歩行支援機の開発・臨床試験を進めています。
当社の電動車いすを使用されるのは主に身体に障
がいを持つ方で、車いすに座ったらずっと同じ姿勢
でいなければならない場合が多く、簡単に言います
とお尻をずらすことができません。体圧がお尻の一
点だけにかかっていると褥

じょく

瘡
そう

（床ずれ）ができる原
因になります。それを解消するため当社の電動車い
すには、いす全体を傾けるティルト機能が備わって
います。
体圧をお尻から背中に移すには40度以上傾ける
必要があるのですが、傾ける際に車いすの軸が変化
しないと後ろに転倒してしまうリスクがあります。
そのため、開発者としてはティルト時のみ重心を前
に移動させたいという希望を持っていまして、その
実現に一役買ってくれたのがＴＨＫさんのUGRとい
う直動ガイドでした。UGRによって前方にスライド

5cm、回転半径で10cm小さくなって操作性も向上
し、エレベーターの出入り等狭い場所での使い勝手
がよくなりました。これはユーザーの皆さまからも
好評です。
ＴＨＫさんのUGRを採用した決め手は、その丈夫

さにあります。大きな荷重がかかる場合でも、UGRよ
り車いすの構造部の方が先にダメになってしまうぐ
らいです。特に取り付けのネジ部分が頑丈であるこ
とが助かっています。発売して2年以上になります
が、スライド部分の問題で返品された例はありませ
ん。非常に使い勝手がよい製品で、とても重宝してい
ます。
当社は、今後さらに進む高齢化社会を見据えて、身
体の障がいのみではなく、年齢に起因する移動困難
のサポートもしていきたいと考えています。例えば
介護の現場では、ベッドから車いす等に移る際に介
護する側が抱きかかえて補助する場面が多く、介護
者が腰痛になりやすいという問題があります。その
ため当社では、障がい者や高齢者の立ち上がりを補
助する「移乗サポートシステム」の開発を進めてい
ますが、ＴＨＫさんにはぜひこれまで以上に、さまざ
まな製品をご紹介いただきたいと思っています。お
互いの課題を意見交換する機会をたくさん取ってい
ただけば、今回のUGRのように当社の課題解決にマッ
チする製品があると期待しています。

左：

様
右：

様

ティルトとリクライニング併用時

正常座位時

させながら傾けると、車体後部に集
中していた重量を前にも分散させる
ことができますので、その分余計に
傾けることができます。前の機種は
30度までしか傾かなかったのに対
し、UGRを搭載した新機種では40度
まで安全に傾けることができるよう
になりました。さらにリクライニン
グとの併用で背もたれを水平近くま
で傾けられて、快適に使用すること
ができます。
また、スライドさせて軸を前方に
ずらせることで、ホイールベースで

特集 「生きる」を支えるＴＨＫのものづくり
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自動血球計数装置の高い測定精度を支え、医療に貢献するＴＨＫのシリンジユニット

当社は、分析・計測機器メーカーとして、自動車の
排ガスや大気・水質、血液成分、半導体製造装置用の
測定装置等、幅広い領域の分析・計測機器を独自に開
発・生産し、グローバル市場に提供しています。中で
も、主力製品である自動車排ガス測定装置では、世界
シェアの8割を当社製品が占めており、経済産業省
による2013年度の「グローバル・ニッチ・トップ100」
企業にも認定されました。
ＴＨＫさんの製品は、医療分野の「自動血球計数装
置」でシリンジユニットを採用させていただいてい
ます。この装置は、赤血球や白血球、ヘモグロビンや
血小板等、血液の主要成分の量を計測する装置で、小
型で場所を取らず、すぐに検査結果がわかるため、開
業医でお使いいただくケースが多い製品です。特に
小児科のドクターから、高い評価をいただいており
ます。というのもお子さんは自分の病気の症状を上
手に説明できないことが多いのですが、この装置を
使えばごく少量の採血で赤血球数および白血球数の
バランスや体が炎症を起こす時に出すタンパク質で
ある「CRP」という成分を計測できますので、快方に
向かっている段階なのか、それとも回復にはまだ時

間がかかる状態なのかと、現在の症状がどのような
ものか測定数値をもとに診断できるからです。簡単
操作で血液の主要成分測定にかかる時間は約60秒
（CRP測定は約240秒）と問診の間で計測が可能で、
手間を掛けず総合的でより正確な診断ができるの
で、非常に重宝しているというお話は良く伺います。
小児科のドクターが新規開業をする場合、多くの病
院で当社の測定装置を導入していただいていると聞
いています。
一般的に高い測定精度を出すためには多くの部品

を必要としますが、ＴＨＫさんのＬＭガイドを使用
したシリンジユニットを採用したことで、使用部品
点数を少なくした上に当社製品の特徴の小型で高精
度を保つことができました。部品点数削減は組立て
工数と時間の効率化につながりましたし、加工精度
が高いので微量サンプリングでも高い測定精度を出
せます。さらに、ＴＨＫさんのシリンジユニットに関
するトラブル事例はこれまで一度も聞いておりませ
んので、耐久面でも非常に安心でき医療分野という
ことからも大きな信頼を寄せています。
今回は既製品そのままではなく、当社用に特別に
カスタマイズして設計していただきましたが、こち
らの要求に対するフットワークの軽さに感心しま
した。これはＴＨＫさんの特徴だと感じております
ので、今後のお取引でも期待させていただきたいと
思っています。また、今後の新製品は、グローバルで
開発・生産を進めていきたいと考えていますので、海
外生産拠点における調達に関しても、これまでどお
りレスポンスの良いご対応を期待しております。

左：

右：

様

少量の採血で測定可能
自動血球計数
CRP測定装置

特集／「生きる」を支えるＴＨＫのものづくり
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仙台工場がある大
おお

衡
ひら

村
むら

は風力発電には適した環
境です。3台の風車が生み出す電気は、ＴＨＫで独自
開発した電力利用システムを通して2013年9月から
バッテリーに蓄電し、その電気を駐車場の夜間照明
（LED照明）として利用しています。発電量は工場全
体の消費電力量と比較すると微々たるものですが、
エネルギー消費量の削減に貢献しています。

仙台工場には駐車場が2か所（西側、東側）ありま
す。東側の駐車場に関して、夜間照明はこれまで工場
外壁に設置された外灯を使用していたため、全体に
照明が行き渡りませんでした。また、西側の駐車場に

風力発電エネルギーの利用

駐車場に設置された
LED照明灯

ＴＨＫではCSRレポート2011年版特集記事でも紹
介しましたが、風力発電機用の機械要素部品を研究・
開発するため、実証実験用風車をＴＨＫインテック
ス仙台工場敷地内に垂直型（1/1スケール）2台と水
平型（1/10スケール）1台を設置しています。実証実

験を終え、現在、工場敷地内にある2つの駐車場の照
明として風力エネルギーを利用し始めました。
風力発電と新規に展開を図っている水力発電と、

地球に優しいクリーンエネルギーへの取り組みにつ
いて紹介します。

風力・水力発電

関してはこれまで外灯がな
かったため、照明設置後は
非常に明るくなりました。

■照明灯概要
東側駐車場 西側駐車場

照明灯 5灯 3灯

消費電力 200W 120W

連続点灯時間（バッテリ満充電時） 62.4時間 104時間

特集 再生可能エネルギーへの取り組み
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垂直軸風車をより弱い風で回転させる仕組みが必
要との課題が、設置後の実験を通して分かりました。
そこで試行錯誤を重ねた結果、より発電効率の高い
風車用機械要素部品「低トルクシャフトユニット」
を開発しました。
従来品では市販の回転ベアリングを使用してい
ましたが、ＴＨＫで独自に開発したシャフトユニッ
トを組み込むことで回転に必要な力が半分になり、
弱い風（扇風機の中ぐらい）でも風車を回転させる
ことができます。その結果、風車を効率よく回転さ
せることができ、発電効率が25％から28％へと約
3ポイント向上しました。また、小型風車の国際規格
IEC61400-2の安全基準の強度と寿命耐久性を有して
います。

水平型に関しては現在
1/10スケールで要素部
品の開発・実験を行いま
したが、これをどのよう
にして1/1スケールにス
ケールアップしていくか
が今後の課題です。

風力発電設備の低トルク化

ＴＨＫが開発した
低トルクシャフトユニット
（単位：ミリメートル）

水力発電への取り組み

2643

1832

561
660

250

さらにＴＨＫでは再生可能エネルギーへの取り組
みを通じて、社会貢献したいとの思いから小水流発
電機の開発を行っており、現在は台湾の逢

ホウ

甲
コウ

大学と
桃
トウ

園
エン

県
ケン

龍
リュウ

潭
タン

郷
キョウ

で実証実験を実施しています。
ＴＨＫで開発している小水流発電機は直線翼垂直
軸水流発電機と呼ばれるもので、落差ではなく水流
を利用する発電方法です。本発電機は設置に際して
落差形成等の土木工事を必要とせず、比較的低コス
トかつ短期間で導入することが可能です。またこの
他に以下のような特徴を持っています。

特　徴 メリット

設置工事が容易
既設水路に置くだけの簡
単な工事で設置可能。

水流へ影響が少ない
隙間が大きいため、水の
流れを妨げない。

ゴミによる故障に強い

木の葉のような小さなゴ
ミは水車をすりぬけるた
め、ゴミによる故障が起
こりにくい。

直線翼垂直軸水流発電機

特集／再生可能エネルギーへの取り組み

現在の実験を通して、水の流れが1m/秒の場合月
間発電量（30日×24時間）は243kWh、2m/秒では
1,944kWhに達することが分かりました。東京電力が
発表している資料「数表で見る東京電力」によると
家庭1件あたりの1ヵ月の電気使用量が約300kWhな
ので、水の流れが1m/秒あれば家庭の電力の約80％
を発電電力で賄うことができます。
ＴＨＫの直線翼垂直軸水流発電機は既設の農業用

水路等への設置が容易なため、海外の電気が通って
いない無電化地域への導入や災害時の非常用電源へ
の活用を期待しています。
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省エネ活動への期待

直しや違った観点からのアドバイスを考慮した上
で、効果が見込める案件に対しては工場全体で展開
するよう指示を出します。そして次月にはQDC効果
の報告を行わせ、全社員が協同で改革を達成すると
いう風土が工場内に根付いてきました。
こうした改善報告の中で、環境教育課からは省エ

ネにつながるユニークなアイデアが提出されていま
す。他工場で取り組んだ「従業員家庭で不要となった

天ぷら油をディーゼル駆動のフォークリフトに再利
用した」例のように、大掛かりな設備投資をせずに
工場の現状設備に目を向けた内容となっています。
大容量の発電技術が公開されていなかったため知識
不足で失敗しましたが、ＬＭガイドの製造に欠かせな
い研削盤から排出されるクーラント冷却水を利用し
て発電できないかとの発想の下、クーラント排水溝
に小型水力発電機の設置を試みたこともあります。
今後も設備投資を含めた省エネ活動は継続して推

進しますが、いろいろなアイデアが誰からともなく
提出される土壌は大切にし、失敗を恐れずにチャレ
ンジする精神を大事にしていきたいと思います。
今回のレポートでは、設備投資した太陽光パネル

設置と社員のアイデアから生まれたコンプレッサー
から出る排熱の再利用事例について紹介いたします。

太陽光発電・排熱利用

では従来からQC
改善・改革活動を推し進め、定
期的に発表会を行ってきまし
た。2011年からは改革活動を
工場全体で効果的に水平展
開できるよう、毎月開催され
るYPR（Yamaguchi Process 
Revolution）会議の場で各部
署からの報告事項としまし
た。他の参加者から内容の見

特集 再生可能エネルギーへの取り組み

ＴＨＫの各工場では地球温暖化防止のために、CO2
排出量削減に向け独自の取り組みを行っています。

今回は、山口工場での取り組みについて紹介いた
します。
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太陽光発電の利用

排熱利用の取り組み

再生可能エネルギーを利用して少しでも省エネル
ギーを促進したいとの思いから、2013年12月下旬に
工場南側厚狭埴生バイパス線沿いに28kW太陽光パ
ネル120枚を設置しました。発電した電気は平日に
は事務棟の照明・PCの電力として、休みの日には組
み立て室の空調電源として利用しています。また、発
電量の動向は事務棟エントランスのエレベータ横に
設置してある太陽光ディスプレイで常時、確認でき
るようになっています。
年間発電量は、工場立地地区の照度推計から約

33千kWhを想定しています。工場全体の年間電気使

さらに山口工場では、コンプレッサーの排熱利用
に着目しました。ただ外部に排出するのではなく工
場内に還流させることで冬場の暖房として利用でき
ないかと思い、早速第二工場内で簡易実験を行いま
した。排熱をミスト集塵機と空調機へ送り、ファンを
利用して作業場に温風を送るというもので、思惑通
りに作業場の温度が上がりました。効果が実証でき
たことを受けて、この排熱の有効利用の試みを第一
工場にも展開しました。さらに第一工場では大型扇
風機を設置することで、温風を隅々にまで行き渡ら
せるように配慮しました。

3月初旬に第一工場内の温度を測ったところ、午
前3時の外気温が－1.3度に対して排気口近辺で約
19度、中央部では約18度でした。通常、暖房使用には
重油を使用しますが、今回の取り組みを通じ12月か
ら2月にかけて約18,500ℓの重油削減量につながり
ました。エネルギー換算にすると約19kℓ相当とな
り、工場全体のエネルギー使用量からみて約0.3％の
削減となっています。
コンプレッサーの排熱利用は、今後第二工場でも

行っていく予定です。

排熱を工場内に送り込む大型扇風機

上：○部分に前ページ
写真の太陽光パネ
ルを設置

左：エントランスに設
置された表示パネ
ルで常時発電量を
確認

■発電実績
kWh

2013年12月 143

2014年 1月 2,477

2月 2,139

3月 3,369

用量は約21,383千kWhで、
全体から見れば約0.15％の
電力使用量削減とわずか
ですが、少しでも省エネル
ギーに役立てればと思って
います。

特集／再生可能エネルギーへの取り組み

大型扇風機大型扇風機
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